
Ⅰ Ⅱ 計

試験日：　平成２５年９月７日（土）

会   場：　東京御茶ノ水「連合会館」

公 益 社 団 法 人

　今後は調査士としてその成果をどのように活用するか述べよ。

次の設問につき、１２００字程度で述べなさい。

受験番号 氏　　　　　　　　名

　Ａ-

（Ⅰ）一般テーマ

・調査士補の資格取得後、新たに学習した技術や知識について、その成果を具体的に示し、

平成２５年度

埋 蔵 文 化 財 調 査 士 

資     格     試     験

小　論　文　答　案　用　紙



Ⅱ

試験日：　平成２５年９月７日（土）

会   場：　東京御茶ノ水「連合会館」

氏　　　　　　　　名

※記述する設問の番号を氏名の後に明記すること

　Ａ-

記述する設問
の番号

平成２５年度

埋 蔵 文 化 財 調 査 士 

資     格     試     験

小　論　文　答　案　用　紙

次の設問から１問を選び、自分が行った発掘調査を例にあげて、
１２００字程度で具体的に述べなさい。

② 発掘や整理作業で、地震等の災害対策として準備すべき点を、自らの専門性に即して

公 益 社 団 法 人

（Ⅱ）専門テーマ

① 受託した遺跡の発掘調査を実施するとき、調査士としてどのような手順に従い、

　　現地調査に着手すれば良いか、注意点を含めて述べよ。

　　できるだけ多く述べよ。

受験番号
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